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芻L有 機 鞠 質 の炭 素 原子 に於 け る陳子 價竜 子 のL肖由 な■もの とL拘 束 され た■ もの及 び 縞合 の」緩
き「もの とL堅 き「もの(341)・34・ 低 壓 水 素 娼 に於 け るOH基(341}・35・ 化 學 反 廱 に於 け
る蔕 移 鮫憩(342)・36・ 化 學 動 力驫 に於 け 乙韓 移欺 態 法(:シ垂3).37,接 觸 々媒 作 用 の一裡 諭
(3・芝4)・38・ 銅L及銅 合金 上 に於1ナるH呈 及02の 接 觸 鞘合(訓4).39.鐵 を含有 す る淡 に よ
る炭 化 水素 の吸 蕾 と水 素添 加 反 塵 〔謎5).40,Pdに 溶 解 せ る水 素 に依 るホ 素化(345).4L
Pd上 の 轟チ レン水葉 化 反應 に於 け る藤 の役 痢(346)・42・ 酸 沃 化 アル ミ己 ウム水 膠 質 に よ 乙
燭酸 化 ホ渠 の接 騎分 解(347)・4:盈・不 均 一觸 媒 に 甜 ナ ゐ瀞 媒 の影 響 ・稲 々 の澣 媒 中 の過 酸 化 ホ 素
分 解(347)・{4・Mo觸 媒 に封 ナ る助 觸 媒 の影 響(347).
附 銀
我國化學界の囘顧談 大 幸 勇 吉…349
日 本 物 謹 他 學 研 兜 會 刊 行
京都帝國大學理學部物理化醗研究室内
亀







































































































































花 島 孝 一
布 川 靦 油
菊 地 正 士
仁 田 勢
四 手 井 次太郎































































津 田 三 郎殿
團闇賛助●員
蒲 田 政 次 郷殿
清7k侍 鄭殿














亀 田 利 吉 郎殿
鈴 木 市 之 助殿














木 侵 拳 清殿
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・舗 千 野 製 イ乍 戸斤
本 砒 鰤 板瀧 板橋町訂 ・ 飜 驫 嬲;擺




醐 劔斷者 掘 楊 信 吉
駅屬牽巳六肇㎜ 研究窒
印 馴 賓 扇語 夢卜 松 之 助
瓢 市中輜 切π靨三爐膚






日本 物 理 化 學 研 究 會
瓢 霞島麓 振替・京都604播
岩 波 書 震
輙 市齢田睡一ツ繙ニノ三
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物 理 化 学 の 進 歩Vol.11nNo.
・拶 絶鄭 響 盟醐 働艷
珂沸 一鋒1体 物理化嬲 究會ノ鑼 翻'と糟 埴 欝 誠者ヲ嫐 韻.魅
.・
鷺膿 熱難雛 欺 驚
鯰、.▼ 他 二別册 トシテ物理化篳支献集(新蔚外國雜誌 ヨリ拔萃ス)ヲ毎月
勲 鰄 年一・・一・鮭 ・・癖 ご 浮
・三・ 鱒 こ鰤 瞬 ・一 ・ト碗 中・込榊 誘 ・戟
・納入・・モ廂 塾 ㌔『'
馴 ・ 縢 黻 一金伽1・輔 ・・… 包鰹'黜 ・,







































































































































































































奉脅ハ我國物理化學海外紹介 ノF1的ヲ1ステ別 昌暾文號 ヲ緇纂シ(年三囘)本諸
ノ原報及我國物理化學文獻抄録ヲ1曷載 ス(愈費年二圓)
・,鱒 ・







「勺 野 仙 治・
富 、 永 肖


























































































〆1'雪呪剃,1'「∵'鷹剛 「雫騨 「1胃▼韋一 ㌃桝.聯 騨
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1噛感 銘 の一極 に 有 之 候
ロ閹先 は 右 御一確 迄 如 斯 御 座 候
ひ














日本 物 理 化 學 研 究 會
昌'事 業 資 金寄 附者 芳 名
伽 ¶
G.`}oo頂1以上,申 込順)







一 、金}0〔 レ0圓 靂也









藤 井 .榮 三 郎 殿
堀 場 信 吉 殿
上 畠 五 一 郎 殿
日 本 製 錬 株 式 會 計 殿
日本 香 料 藥 品 株 式 會瓧 殿
第 一 工 業 製 藥 株 式 會瓧 殿
日本 ク ロ ス工業株式會祗 殿
大 日 本 塗 料 株 式 會 祉 殿
堺 化 學 工 業 株 式 倉 肚 殿
白 石 工 業.株 式 會 肚 殿
龜 田 利 吉 郎 殿
木 俣 泰 漬 殿
蒲 田 政 治 郎 殿
東 京 電 氣 株 式 舎 市1二殿
沖 川 三 耶 殿
瀧 野 孫 二 殿
金 準 洙 殿
わ か も と 本 舖 殿.










































































































































































































































南 浦 洲 鐡 道 株 式噌 計 殿 観


































































































































































































































































































'㌧ 甲!需 「「」厂 婚
・ ,.`.`
物 理 化 学 め 進 歩Vol.11n.No41193め 許
^澱 払 賜戦h岬 高'・ ∵ 刃
、
Oo"一
日 本 化.學 會
1
(明治十一 年四 月朿京化學 龠 トシテ創立)
し ● 邑一








































に 申.込 ま れ た し。 「
「'、 三
コギげゴロセコドガノド　　 へ の 　 　 　ヨ 　 　り ず　 　 へ 　 ドへ 　
・.∵㌦ ～
1
、 旧 本 化 學 倉 規 則 摘 要 齢,
.
の`
t昏第 二 絛 本會は化學の進歩及ひ曹及を隅るを以丁目的とす 、・歸
臣 崢 四 條 韻 は化學瞎 攤 硼 蹤 有稲 個.厭繝 脚 ・るへし 似 下略冫 墨 一・
1}肥驪 韈1樵1撫 綴 灘 欝 二・1:,1
・;。更難 騾 誰 嬲 孟攤;灘 論 。_。..熔。お
A可 否は常譲會に於て之を決す 「L
第 十 五 絛 常曾は會競報告及學術講演導の爲め四八兩月を除 き毎月之を開 く(以下略}ロリ 　
・ 鍔+七 條 年俶 仲 略}-罅醐 之を開く似 下格)k■
第二十二條 本曾ほ毎月一囘日本化學曾誌を我行す、日本化學曾誌は之を邦文及欧交の二種に分っ 隔
!.…。籤+碼 蕊 驟 戯}謐離 钁 雛 醜 し歐撒 報女`例.
1',
7第 二十四嫌 禽費は一箇年金拾圓とす
卍第二十六煉 會費は入曾留可の月より納聾へ し ご
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:御 入會 を勸 む:i内轟 本i





第2集 第11卷 第1號111蕃1】12年1膿{f(月 刊}
■ 一
有機 化學 ・崖化學 ・農化 ・應用化學其他 に關する
鬱鑼 日本化學總覽 覧警
會 費(1ケ 年分}・ 炯 ・分納し得)
甲 種 劇1及鐓 配布}金9圓54錢 「雛 囎 照 鞋 金7圓80錢 〕





最 日本 化 學總 覽 第一集第六卷
新
四 六 倍 軌 「卜貝1ご 〔 定 個12.荘{}選 料0.40
刊 櫓 琳 學鰄 興食馳 鐓 櫛)1の飆 ・よ川 版せ・証



























自然 科學 の進展 日 ざ まし く,學 界 の活躍 往 々盛 ん な らん とす る時,
苟 も之 に心 を寄 す る人 々は 自然 科學 全般 の不斷 の情 勢 を知 るべ き何 等
か の機 關 を必 要 とす るで あ ら う。
本誌 は英 のNaturc,米のSciellce,佛のRevuegきn6rale,獨のNa-
turwissellschafヒell等と使命:を同 じ うす るもので あつ て發 刊以 來6年 の
歳 月を閲 し,茲 に桑 く我國 唯一 の 一般 自然 科學 雑誌 と しての内容 ・體
裁 ・植 威 を具 ふ る に到 つ た。學 徒諸士 は本誌 に よつて 初 めて各 自に必
要 な る視野 を得 られ るで あ ら う。




水潮 りに幽來た氷の蘇 〔字lil道隆).微細蓮郵紀鋒の一方法(喬 倍串鬱位地震計への塵











學 堺 鼠 望
深潅了蔵;飛 行機最近の蓮歩と劉氣力學的墓礎
湯淺光朝;ラ ヂオ・ゾンヂ(Radiosonde)に就て




顎行所 甥 離 蹙 岩 波 書 店'
定 償50蟻.(幽3錢 〕 電話蝦 偶)騒0187〔4)　
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≡
瓣 驚 鵜鸞 驚1灘釁田譜 臣編輯
織 惟關係 の外 國 重要文 獻 を出 来 る丈1†忠 實円'嚀し譯述解 説 して 一・般織 維研
究 好學家 に御頒 ち したい ご思 ひ ます
文 獻 は新舊 を問 はす繊 維 の研 究;一對 し重要 な る ものを撰 定 して歴 史的 な も
の も又嶄新 な もの も之 を網羅 して行 く考 へ であbま すり
即 ちHerzog,SponslerDore,McyerMa【k,He5sTrogu5,Katz.Andre聞,
Frcudenberg,S監auJingerA5tbury等の纖維科 學 に關す る基 礎的 な重要論 文 は
勿 裔05ヒー 派 の酷酸 纖維 素 に關 「ポる研究Heu5¢【,Ra蜘w,Lieser等の ヴィスコ
ー スに關す る研 究其 の他 化學 繊維 に關す る餐方而 の電要文 獄 を集録 す る豫 定
で あbま す。 〔發 行 圭意及 内容 見本贈 呈〕
毎 月一回 二十 日發行 菊版 約60頁 定價 一 册60錢L途 料2錢)
但L一 年 分 前 金6圓 也(逡 料共)尚 一 年 前 金 拂 込 御 注 文 の 方
へ は 綴 込 表 紙 を 迭 呈 す


















.i三.筆]:學 博 士 喜 川 源 迎
























原 形 質〔Prolophsmのの空 間構 造 に就 て
小
小 林 惠 之 助
第5卷 第8雌
タン昌ン材の研究`1}lll喧舩 クンニン1.こ就て 工 槨.b .L
アゾオキシ化合曲に就て 工單博士 小

































































































囚 下 製 作 所
一⑭ 一.
京 都 市 左 刺 匝吉 田本 町32番 地
竜緬 ・上③1957振替 ・大阪74884
特;殊 櫛 注 文 品 製 作





























































































































































巳 「昭 和 二 年 一一昭 和 九 年 .
本塾}は上記八 ケ年 に亙 る觸媒關係め文獻(特許 を含 む)の抄録 を集 めた るも
のであつて。 觸媒學の見地 より詳細に分類 されて ゐる。 何巻未の索引には特
に注意が拂はれてゐるか ら工場 に研究室に苟 も觸媒 に關係せ られ る諸子に と
つては必携の書 と云はねばな らない。 目下第:二輯が執筆 されつ 、あるが、 第

































































































.、 喚 ノ ー
、..響 哺卜
,







日本物 理化 學 研究 會 に於て は その 機關誌L物理 化學 の進 歩1に よつ
て,本 邦 に於 け る物理 化 學研 究の概 要を廣 く世 界 に紹介 する こ とを
その 使命 の一つ として居 り.ます・之 が爲,歐 交 號 を刊行 し.O「iglnals
と共 にAbstractsを褐載 し,此 のAbstr乱ctsによつ て本邦 に於 け るの
物 理化學 臍究 を餘 す所ISく抄録 し度 い と考 へ て腸 ります.此 のAb-
stractsは歐 文號 のみ な らす本誌 に も掲載 します.(亘輯 置 きに掲 載)
その抄録 方法 は 日本化 學總 覽の物 理化學 の部 に禍載 され た る論 文'
の著 者 よ り直接 瓜稿 を難 いて居bま すが,1937年以降發 表 の論 交著
者 に して,日 本化 學總 覽 の物理化學 の部 以 外 に樹載 され た る方 及び
fV.x.!總覧 に未發 表 に して速 に海外 螢麦 を蓿望 せ られ る方 は此旨 附記
の上 事務 所宛 原稿 をお 逾 り'ドさい,
原 稿規 定 英交,タ イプ ラ1'ター 用紙2段 迭 帳 且頁以 内 の



































國に於ける物理化學關係彳)報文全部に對 し,その英文砂録 を網羅せるものな り。
定價1部80銭(遶 料6銭)年2圓(逾 料共 、海 外年1弗(逾 鏃)
第 一 輯 翫 刊 發 賣 中
















ヘ ー 噛・ 鉱 盤1.・
曜 じ 睡 止 重
